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【緒言】病原性大腸菌 O－157による食中毒や MRSA（メシチリン耐性黄色ブドウ球菌）による

院内感染などが大きな社会問題となり、食品・医療分野を中心に抗菌製品のニーズが強まってい

る 1)。無機系の抗菌材料として、銀や銅、亜鉛など抗菌性を有する金属を表面に分散あるいは濃

化させる処理を施した材料がある 2)。無機系の抗菌材料は、有機系のものと比べて、抗菌速攻性

に劣る。理想的には既存の環境に抗菌性を付与出来る、或いはそれ自身が抗菌性を有した天井や

壁にコーティングすることが可能な材料・手法が望ましい。我々は以前に、金属イオンをキレー

トしたエチレンジアミン四酢酸(EDTA)金属錯体溶液を基材上に塗布し、酸水素炎により塗布面を

強熱することで金属酸化物を合成した 3)。無電解銅メッキ法による EDTA金属錯体を用いた銅膜

の作製は、既に報告されている 4)。そこで、我々は大気雰囲気化にてキレート錯体水溶液を塗布・

乾燥・強熱する手法を用いた、抗菌性を有する薄膜作製技術を提案する。本報告では、異なる Cu2+

塩の水溶液を出発原料として金属膜の作製を試みた。 

【実験方法】塗布原料には Cu2+をキレートした EDTA金属錯体、EDTA・Cu・2NH4 40wt%水溶液

(中部キレスト製)、5wt%酢酸銅水溶液(中部キレスト製)及び 40wt%硝酸銅水溶液(中部キレスト製)

を使用した。Si単結晶基板(30×30×1 mm3)に原料を塗布し、大気雰囲気下で 65 ℃の温度で 20分乾

燥させた。次にスプレーガン(6P-Ⅱ: Sulzer Metco)を用いて酸素流量 43.0 L/min、水素流量 32.5 L/min

の酸水素炎により Si単結晶基板表面を強熱した。スプレーガンを基板表面に対して上から下へ速

度 100 mm/sで 1 回走査させた。このときスプレーガンと基板表面との距離は 180 mmとした。作

製した試料の結晶構造を X線回折(XRD)装置を用いて解析した。 

【結果と考察】塗布強熱後の外観は、EDTA・Cu 水溶液では焦茶の堆積物を、酢酸銅水溶液を用

いた試料では灰色の堆積物に加え黒色の堆積物をそれぞれ確認した。一方、硝酸銅水溶液を用い

た試料は、粘液性がある水色の堆積物を確認した。Figure 1 に塗布・乾燥・強熱を行った試料の

XRDプロファイルを示す。まず、EDTA・Cu水溶液を出発原料とした試料は、立方晶系の銅(ICDD 

card No. 00-004-0836)に帰属できる回折ピークを確認した。次に、酢酸銅水溶液を出発原料とした

試料では、同様に立方晶の銅、さらに酸 

化銅である CuO(ICDD   card No.00-005-066 

7)や Cu2O(ICDD card No. 00-041-0254)に帰 

属できる回折ピークを確認した。一方、 

硝酸銅水溶液を出発原料に用いた場合は 

水酸化硝酸二銅（Cu2(NO3)(OH)3）(ICDD  

card No.00-054-0747)に帰属できる回折ピ 

ークを確認した。Cu2+塩の水溶液を塗布 

・乾燥・強熱したときの生成物は Cu2+塩 

の形態により決定づけられると考えられ 

る。 
Fig.1. XRD profiles of obtain samples on single 

crystalline silicon substrates with chelating agents,  

(a) EDTA・Cu  (b) copper acetate  (c) copper nitrate. 
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